
第２回 名寄中学校校舎等改築検討委員会概要

開催日時 令和5年３月７日（火）18時 30分～20時 20分

開催場所 名寄中学校 2階会議室

出 席 者 委員10人、株式会社ドーコン２人、名寄市４人出席

主な質疑意見等

質 疑 回 答

Ａ案について、体育館への採光や通風はどのよう

に考えているのか。

北側からの窓とハイサイドライトと考えている。

上部に設置することでトンネル効果で空気が流れ

る。

旧校舎跡地はどのように利用するのか。 太陽光パネルの設置などが可能と考えている。今

後の検討課題。

Ａ～Ｃ案について、校舎までの距離は。 約70ｍ～80ｍを予定している。詳細な位置は測

量完了後に確定。

教室の広さはどの程度か。 8ｍ×8ｍ程度を考えている。

意 見

名寄高校を見学した際に、渡り廊下が長く寒かった。渡り廊下による別棟型に比べて、体育館一体化の

ほうが寒くない。

セキュリティは注意すべきと考える。職員室についても検討が必要。施錠方法やシャッターの作り方も

検討が必要。

体育の授業で屋内運動場と体育館の行き来が必要となってくるが、Ｅ案は屋内運動場と体育館の距離が

遠いため動線として良くない。建替え手順の長さも考えるとメリットは感じられない。

できるだけ早く整備を終えたい。安く早く終わる案が良い。

Ａ案の一体化案が維持管理を行いやすいのではと考えている。

体育館一体化の案は音が心配。

体育館とグラウンドは近いほうが良いので、Ｅ案は無いのではないかと思う。


